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	参加 女子学生募集
	IAEA マリー・スクウォドフスカ・キュリー・フェローシップ・プログラム (MSCFP)核セキュリティスクール
	日程：2026年7月27日(月)～ 8月7日(金)
	場所：茨城県内（水戸市ほか）、東京都内及び広島県広島市対象：原則、大学院に所属する日本人女子学生      原子力物理・工学、国際関係、政治学を中心に、専攻を問わず募集中！!
	費用：参加費・旅費　無料　
	募集締切：5月1日（金）
	女性限定・募集人数6名程度
	主　催：国際原子力機関（IAEA） 共　催：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）
	原子力人材育成・核不拡散・核セキュリティ総合支援センター（ISCN）




	let's study together!!
	スクール概要
	本スクールでは、以下の内容を通じて、核セキュリティおよび核不拡散分野の知識・理解を深め 参加者自身のキャリア構築をエンパワーします。 ※核セキュリティ：テロリスト等による核物質・放射性物質の盗取や悪用、ならびに原子力施設に対する 　攻撃等の脅威から防ぐ（守る）こと。 ※核不拡散：核兵器や関連技術が拡散・転用されるのを国際的な枠組み等により防ぐ（広めない）こと。
	・核セキュリティ・核不拡散に関する講義、演習、発表 ・女子学生のリーダーシップやキャリア形成に関するグループディスカッション ・JAEA関連施設の見学、原子力規制庁およびIAEA東京地域事務所の見学 ・被爆地訪問（広島市、7/31-8/1）
	国際的な専門家、IAEA・JAEA職員、原子力分野で活躍するメンター、海外大学院生*との ネットワーキングの機会も提供されます。国際機関等に関心のある学生にとって有益な内容と なっています。 　*Marie Sklodowska-Curie Fellowship Programme（MSCFP）奨学生のうち、20名程度が参加予定です。


	参加条件
	① 核セキュリティや核不拡散に関心があること② 講義、演習およびディスカッションは英語で実施されるため、一定の英語能力を有していること③ 全日程に参加可能であること

	参加費用
	その他
	ご提供いただいた個人情報は、ISCNが実施する事業の目的の範囲内でのみ使用いたします。


	IAEA MSCFPスクール募集案内別紙
	■概要 　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）原子力人材育成・核セキュリティ・核不拡散総合支援センター（ISCN）は、2026年7月27日（金）から8月7日（金）に国内で開催される「IAEAマリー・スクウォドフスカ・キュリー・フェローシップ・プログラム(MSCFP)核セキュリティスクール（主催IAEA、共催 JAEA/ISCN）」に参加する学生を募集しております。核セキュリティや核不拡散に関心を有する、原則大学院に在籍する日本人女子学生を対象としており、原子力物理・工学、国際関係学、政治学を中心に幅広い分野からの応募をお待ちしております。 　今回の日本開催は、IAEA MSCFP核セキュリティスクールが、ウィーン以外で実施される初めての機会となります。本スクールでは、核セキュリティおよび核不拡散に関する知識を体系的に学ぶだけでなく、この分野を牽引する国際的な専門家、IAEAおよびJAEAの職員、原子力分野で活躍するメンター、さらには海外の大学院生との対話の機会も提供されます。国際機関や関連分野での活躍に関心を持つ学生にとって、将来のキャリア形成に大いに資する貴重な経験となることが期待されます。なお、本スクールの内容はすべて英語で実施されます。
	■IAEAマリー・スクウォドフスカ・キュリー・フェローシップ・プログラム(MSCFP)とは 　今回の日本開催は、IAEA MSCFP核セキュリティスクールが、ウィーン以外で実施される初めての機会となります。本スクールでは、核セキュリティおよび核不拡散に関する知識を体系的に学ぶだけでなく、この分野を牽引する国際的な専門家、IAEAおよびJAEAの職員、原子力分野で活躍するメンター、さらには海外の大学院生との対話の機会も提供されます。国際機関や関連分野での活躍に関心を持つ学生にとって、将来のキャリア形成に大いに資する貴重な経験となることが期待されます。なお、本スクールの内容はすべて英語で実施されます。

